
第１回 （仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会 

日 時：平成２９年１月１８日（水） 

１３：３０～１５：３０ 

                       場 所：小倉リーセントホテル（１階） 

「ガーデンホール」 

次 第 

１ 開  会 

２ 市長挨拶 

３ 懇話会委員の紹介                     

４ 懇話会の目的・進め方 

５ 座長選出 

６ 議題 

（１）他館のコンセプト事例及びコンセプトに即した機能事例 

   ・長崎原爆資料館           

     ・呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）       

・知覧特攻平和会館         

   ・昭和館          

   ・姫路市平和資料館 

（２）北九州市の戦前の歴史              

（３）（仮称）平和資料館のコンセプト・建設場所（案） 

７ 事務連絡 

（１）次回日程について                   

８ 閉  会 



氏　名 所　属　等

天川　悦子  北九州童謡・唱歌かたりべの会会長

上田眞奈美  北九州市ＰＴＡ協議会副会長

甲木　正子  西日本新聞社北九州本社営業部長

後藤みな子  北九州市文学協会理事長

佐方 はるみ  元市立小学校長(九州女子大学人間科学部特任教授)

戸髙　一成  呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）館長

中村　明俊  長崎原爆資料館館長

原田　純子  南九州市知覧特攻平和会館主査

南　　博  北九州市立大学地域戦略研究所教授

三好　正一  北九州市遺族会連合会会長

山本みさと
 北九州市立大学学生
 (太鼓と平和を考える学生連絡協議会代表)

（敬称略・５０音順）

      （仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会委員名簿
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所属及び補職名 氏名

　総務局長 柴田　邦江

　総務局総務部長 鮎川　典明

　総務局平和資料館担当課長 田爪　康隆

【事務局】

　総務局総務課（平和資料館担当）

【会議運営委託業者】
　株式会社トータルメディア開発研究所

（仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会（市出席者）
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（仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会の目的・進め方 

１ 設置目的 

本市では戦争の悲惨さや平和の大切さを市民に伝えるため、「原爆犠牲者慰霊平和祈念

式典」や「北九州市非核平和都市宣言」の実施、「戦時資料展示コーナー」における戦時

下の暮らしを中心とした資料の展示等、様々な取り組みを進めてきた。 

戦後７１年が経過し、戦争の記憶の風化が懸念されており、本市に関係する戦争の記

憶を後世に伝えることが大きな課題となっている。 

そのため、戦時資料の展示の充実に向けて、本市の空襲の悲惨さや長崎原爆関連を中

心に展示内容を拡充し、展示の仕方も資料やパネル写真を展示させるだけでなく、映像

や音響技術を駆使するなど工夫し、来館者の心に訴えるものにする予定である。 

このように、展示物が従来の「戦時下の暮らし」を中心にしたものから、八幡大空襲

や市内各地の空襲の資料、戦後復興の資料、長崎原爆関係の資料など大幅に増えること

から、新たに平和資料館を設置することとしている。 

そこで、施設のあり方や展示内容等、平和資料館の基本的な方向性について意見を聴

取する「（仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会」を開催する。 

２ 開催期間 

  平成２９年１月～平成２９年４月（４回～５回） 

３ 懇話会の進め方（意見聴取事項） 

別紙のとおり 

４ 懇話会後の取り組み 

  構成員の意見を参考に、（仮称）平和資料館の基本計画・基本構想をまとめる。 

【イメージ】 

（仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会 

北九州市 

（仮称）平和資料館基本計画・基本構想の策定 

構成員意見の検討 

構成員の意見聴取 



１月 １８日

（水）

２月 １５日

（水）

３月

４月～５月

(仮称）平和資料館のあり方を考える懇話会の進め方

第１回 懇話会

第２回 懇話会

第３回 懇話会

第４回～５回 懇話会

（議題）

・他館のコンセプト事例及び・コンセプトに即した機能事例

・北九州市の戦前の歴史

・（仮称）平和資料館のコンセプト・建設場所（案）

についての説明

（議題）

・（仮称）平和資料館の展示コンセプト・内容等
・建設場所

についての意見聴取

（議題）
・１～２回懇話会のまとめ資料

・（仮称）平和資料館の展示コンセプト・内容等

・建設場所

・委員意見の中間まとめ
についての意見聴取

（議題）

・委員意見の最終まとめについての意見聴取

別 紙

 4






